
1 

 

新年を迎えて 
2022年は手探りしながら活動再開してきた年でした。さらに

2023年へと活動を展望していきます。 

 

ＩＦＣＣは活動開始して３6 年目

を迎えることになりました。2022 年

はコロナ禍も終息しない中で、事務

所の移転や諸活動の再開などめまぐ

るしい 1 年でしたが、なんとか新年

を迎えることになりました。 

新年にあたり、皆様のご協賛ご協

力に謹んで感謝申し上げます。 

一方、「戦争」が世界で喧伝され、

「戦争」を金科玉条にしてすべてが

まかり通る「世」が作り出され「軍拡

増税」「原発再稼働」も堂々と免罪さ

れていくような 2022 年でした。 

 

そのなかで 

●IFCC国際友好文化センターは 

・3 年ぶりにベトナム戦争枯葉剤爆弾被害者支

援のためのベトナムアンサンブルチャリテイー

コンサートを実施してきました。2022年 10 月 8

日～26 日、西日本中心に 9 回のコンサート、3 回

の文化交流を行い、2 年あまりのコロナ禍での自

粛もあってか、またアンサンブルメンバーの専

門的技量もあってか、多くの会場で感動を呼ぶ

コンサートとなりました。 

 2023 年は日越外交関係樹立 50 周年の年でも

ありますので、何とか 2023 年秋のコンサートへ

繫げたいと思います。 

・IFCC が長年続けてきた中国での「侵略を記憶

し語り継ぐ平和の旅」それを引き継いだ「村山談

話を継承する平和の旅」も、条件が整えば再開し

たいものですが見通しがたたない状況です。 

 

●NPO 日本ベトナム平和友好連絡会議

（JVPF）は 

・ベトナム北部・ハザン省で日越友好植林事業

を開始することになり、2022 年秋から準備をは

じめ、日中植林・植樹国際連帯事業（第三国）の

助成を得て、2023 年度実施に至りました。 

・北部ハザン省の少数民族寄宿中学校で 40 人に

奨学金支援（180 ドル×40 人≒772,587 円）が

2022 年 1 月実施されました。また南部ラムドン

省の少数民族寄宿高校で 20 人に奨学金支援 
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改題ＮＯ88（通算 102 号）2023 年 1 月 

上：3 年ぶりに再開されたベトナムアンアンブルチャリティーコンサートで、元気に再会を 
果たしたボンセン歌舞団、生命線である専属バスの新宮さん、全公演帯同の音響照明会 
社ラン・ワールドの皆さん。 

下：初めて実現した京都での公演を紹介する京都新聞の記事（2022/10/15） 
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（300,000 円 鹿児島 JVPF 主宰）が 2022 年 1 月、ズームでの贈

呈式が実施されました。 

・ハザン省で続けられている枯葉剤爆弾被害貧困家庭支援『仁愛

の家』寄贈活動はベトナムアンサンブル・チャリテイーコンサー

トによる基金が目標通り創ることができませんでしたが、労働組

合・連合の「愛のカンパ」助成を受け 1 軒の家庭に 2023年 1 月

に届けることになりました。 

2022 年度の支援活動は「円安」により大きな打撃をうけるこ

とになりましたが、多くの協賛をいただき活動継続することがで

きました。 

 

●日本キューバ連帯委員会（CUBAPON）は 

・2022 年もキューバへの米国による制裁強化は着々と陰に陽に

続けられています。 

同時に 2022 年は石油備蓄タンクの火災やハリケーン災害が重

なり、国内の経済状態の悪化が避けられず、厳しい状況になって

います。観光が外貨収入の大きな柱であるキューバは「キューバ

訪問」を呼び掛けていますが、現在、日本からの渡航には多くの

制約が生じており訪問団も計画しながら延期という状況が未だ

続いています。 

・CUBAPON はキューバ支援の緊急カンパを呼掛け、現在、230,000

円ほどのカンパが寄せられています。この活動は現在も継続され

ています。 

・明るい出来事もありました。年

の瀬の 12 月、東京ドキュメンタ

リー映画祭で、CUBAPON で資金を呼掛け IFCC 国際友好文化センターで制作したドキュメンタリ

ー映像「そしてイスラの土となる〜日系キューバ移民の記録」

が上映されました。 

・また CUBAPON は、キューバ諸国民友好協会（ICAP）よりＩCAP

創立 60 周年を記念した「友好勲章」を授与されました。 

 
資料 CUBAPON（クバポン）は困窮するキューバに「連帯
の心を届けよう」と緊急カンパを呼び掛けてきました
が、CUBAPON 会員以外の方々の協賛もお願いしたく、ご
案内いたします。以下、キューバの現状です。 
 

≪今年キューバが被った二つの大きな自然災害がキューバ経済に与えた影響について発言します。 

キューバは、昨年から続く、経済封鎖、新型コロナ・パンデミック、インフレ、外貨不足、モノ不足のほかに、新たなヨーロッ

パでの国際危機が加わった中で、それでも今年度の半ばには、経済改革を進め、顕著な経済回復を見通せる状態でした。 

ところが、８月５日悪天候の中で落雷によりマタンサス石油備蓄タンク施設の火災が発生し、施設の 40％が破壊されました。

隣接するアントニオ・ギテーラス火力発電所も発電を停止し、大規模な停電も発生しました。火災による損害総額は数億ドルに

上ると推計されます。消火作業にはメキシコ、ベネズエラから救援の専門家の支援を、ニカラグア、ドミニカ共和国、ボリビア

から、食料支援を受けました。８月１日以降、全国各地で行われていた計画停電も、一層深刻となりました。 

その後、政府は、輸出促進政策、通貨整備を再開し、新型コロナ感染者数も一日二桁台に抑制することができ、経済の回復に

取り組み始めましたが、9 月 27 日、大型ハリケーン「イアン」が、ピナルデルリオ県に上陸、西部４県に甚大な被害を及ぼしま

した。9 月 27 日、配電システムが損壊し、キューバ全土が停電。水道の供給も困難になりました。一般の家屋の被害は、10 万

戸以上に及び、タバコの生産にも甚大な被害がもたらされました。被害総額は、15 億ドル以上と推定されます。８月のマタンサ

スの被害と合わせて被害は、20 億ドル以上、GDP の 4％に当たると思われます。今回もメキシコ、ベネズエラ、アルゼンチン、

EU、中国などから緊急の支援が行われました。 

キューバの政治指導者も、エコノミスト達も、一様に 90 年代以降最大の危機といっています。そうした困難な中で、医療、

教育の基本的な無料制度を維持して、社会的暴動も起こさずに経済の回復に取り組み、引き続く北の巨人の圧力の中で主権と独

立を維持しているキューバ国民の努力は、多大の敬服に値します。この未曽有の困難を切り抜けるのは、基本的にはキューバ国

民の努力ですが、緊急支援としての私たちの経済支援も一助となります。何度も皆さんにお願いするのも恐縮ですが、近年まれ

な危機であることをご理解いただき、皆さんに経済支援を訴えるものです。≫（「第 7 回全国キューバ友好の集い」｟2022/11/30、

CUBAPON も後援｠での新藤通弘氏報告よ 

左：ラミレス駐日キューバ
大使からメダルを授与され
る君島 CUBAPON 共同代表委
員（2022/5/27） 
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